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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

私の稀覯本ノート　その18 
椎窓　猛 

 

○ 夏目漱石　四篇  
　蔵書家にも、名著ツンドク派と古
本コットウ的愛好家、たゞひたすら
読書没頭、眈美家と、そのタイプは
幾派とも考えられる。しかし、いず
れにせよ、根底には“本”が一番好
きだという愛読家の精神が流れてい
ないことには話にならぬ。 
　ところで、明治の文豪夏目漱石に
ついては復刻初版本を私は永い間、
書棚に立てつづけて手にとることも
なかった。たゞ、書棚の品格を外観
的に高めるような、装飾の役目をな
してきたように反省するのである。 
　だが、本はいつの日にか、チャン
ス到来、精読の機会にめぐりあうや
測り知れぬのである。 
　ここ数年来、私は九州大谷短大生
涯学習センター講師として、「文学
名作鑑賞」の講座を持っているが、
今年は明治から始めようと、森欧外、
夏目漱石あたりの名作鑑賞から出発
している。それというのも、昨今の
中学教科書から欧外、漱石の作品が
消え去っているといった話を聞くか
らである。文化文学の歴史、伝統を
如何に考えているものか首をかしげ

たところから今一度、森欧外、夏目
漱石を読みなおして、新しい発見は
ないものだろうかと考えてのことで
ある。 
　そこでとりだしたのが、夏目漱石
著四篇「文鳥・夢十夜・永日小品・
満韓ところどころ」である。小品の
なかの「猫の墓」など微妙興趣深い
エッセーで面白いのである。 

（自分史図書館長） 
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○ 歌人の貌  
　日本一うまい米といえば、誰しも
新潟の「コシヒカリ」と答えるであ
ろう。この品種を栽培し、育てた名
付親でもある国武正彦氏が八女市（岡
山村）出身と知る人はさして多くは
ないのではなかろうか。そして県立
八女中学から陸軍航空士官学校へ。
戦後、鹿児島農林専門学校を卒業。
昭和27年、新潟県の農業試験場へ。  
　眩しくも榛が影ひく雪原に 
　試験場の責を負い立つ 

　稲作研究家は昭和二十五年に歌誌
『やまなみ』生え抜きの歌人でもあ
った。「拝啓、近藤雅美選者の御奨
めがありましたので、歌集「稲つく
りの歌」を贈呈申しあげます。」と
館長宛にていねいなお手紙が添えら
れての献呈である。 
　序文に、草野源一郎氏は、「戦時
に陸軍予科士官学校を卒業した国武
さんと、ずっと先輩だが陸軍士官学
校卒の菊池剣先生と、短歌のほかで
も気脈通じるものがあったかも知れ
ぬ」と述べ、菊池先生が短歌への扉
を押しひらかれたのではないか」と
述べられている。いずれにせよ、卓
越した稲作研究家が歌詠みであるこ
とは、人間として幅の広さを感ぜず
にはいられない。 
 
　コシヒカリよくぞ名づくと賞めて
　くれし　　水上勉も雪国育ち 
 
　歌人なればこそ、その感性が生き
て、稲の名も光ったのではないか。 
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つれづれの記 
句集緑の雨 
悲恋の女王久津媛 
たいしたものはありません 
福岡県の文学碑　古典編 
　　　〃　　　　近・現代編 
広瀬淡窓日記 
　　〃　　 （二） 
　　〃　　 （三） 
　　〃　　 （四） 
詩集晩鐘かすかに 
直腸切断 

○ 少女昌恵・紅皿エッセイ 
川島　昌恵 

 
　すっかりセピアになって
しまった学校時代の思い出。
「少女木村昌恵」は古稀を迎 
えたおばあさんとまえがき。 
　昭和17年、アカイ、アカ
イ、アサヒの読本、60年以
上の年月が流れているのに、
今も頭中にこびりついてい
る１年生の教科書。 
　家族と共に、佐賀、長崎
と転々。昭和35年結婚、福
岡市へ。昭和51年、小郡市
に居を定めて、ようやく引
越しに終止符。「今はすべ
て過ぎし日の彼方へ。懐か
しい思い出に。転勤族であ
った父や夫に感謝したい思
い」と「少女昌恵」さんは
思い出をむすぶ。 
　「紅皿」投稿入選の数多。
賞状ももらった喜びの声。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 昭和17年３月 
　　卒業記念文集 

水洗国民学校 
 
校舎の鐘よ　いざさらば！ 
　ガリ版、とうしゃ版印刷
の手づくり文集。巻頭の言
葉を、今、歌誌“やまな
み”の選者近藤雅美さん。 
　昔の先生の子どもたちへ
の温かい教育愛がひたひた
と伝わってくる文集。それ
にしても60余年も過ぎた
今日まで大切に保存されて
いたことにも感服させられ
る。 

○ 七夕の里 
岩間　静子 

 
　「西日本新聞『春秋』の
欄で、椎窓館長のことを知
りました。昨夏、自分の半
生を綴った自分史を出版し
ました。いじめ、道づれ心
中など自殺が絶えない。そ
こで自分の体験を生かし、
生きる勇気が与えられたら
と思い出版を決断しまし
た」とていねいなお便りを
添えての寄贈。文庫型。 
　父は少年兵でシベリアに
渡り、軍用列車のなかで終
戦。無事に帰国はできたが
酒乱。 
　九人家族の次女として育
ち新聞配達で家計を支え
る。家族のあいつぐ悲劇、
学校でのいじめに耐え、生
きぬいた。あのとき死なな
くてよかった－。 

○ やっぱり旅はやめられない 
　－イスラム編－ 

おくだかおり 
 
　かおりさんはナニワ大阪
在住だが世界中旅のひと。
小学生のころから世界地図
を眺めるのが好きだった。 
　ヨルダンの首都は、アン
マン。おいしそうな街だと
思った。ところがすぐ横に
は死海。塩分濃厚で生物が
生存できないと判ったが、
なぜか教室では中近東のこ
とは教えてくれない。のち
に映画『アラビアのロレン
ス』『ペトラ遺跡』を知っ
て、ヨルダン旅行が始ま
る。アンマンでは、豪華な
イガールを買った。すばら
しい民族衣裳である。ヨル
ダン人になりきって写真に
パチリ！ 

受贈図書紹介 蔵書目録 ができました 
￥１６０ 送料込（郵便切手可） 18

順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 
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入館無料 

開館／ 
　午前９時～午後５時30分 

休館／ 
　日曜、土曜日、祝祭日、年末・年始、 
　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 
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炎の村へ 
女子挺身隊甘木日記 
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続　水明書院主人文集 
鉄塔 
青き未練 
つれづれの記 
句集緑の雨 
悲恋の女王　久津媛 
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